


























そこで本小論では､ホームページ ｢ニュー ･言いたい放題｣の作成 ･運用の状況､並び
に理科教師に対する調査結果を概括し､今後の理科教師に対する支援活動に関わるいくつ
かの課題を明らかにする｡
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004 雲を作ろう ! (2001.06.23)
005 光の学習 ～ものが見えるとは～ (2001.10.12)
006 物体の運動 ｢等速直線運動｣(2001.12.ll)
007 光の学習 ～凸レンズの働き～ (2002.02.16)
②観察 ･実験 :観察 ･実験の方法
001 簡易真空ポンプの製作と活用 (2000.06.12)
002 脳 と神経の観察 (2000.09.21)




001 学習指導要額移行措置 (平成12-13年度)小学校理科 (2000.06.18)
002 学習指導要嶺移行措置 (平成12-13年度)中学校理科 (2000.06.21)
003 中学校理科 新教育課程に関する注意事項 (2000.07.13)
総合的な学習について
001 長崎市内小 ･中学校 ｢総合的な学習の時間｣の取組状沢 (2000.07.14)







003 高等学校学習指導要衝 (平成11年 3月29日告示)






001 クロスワー ドパズルはいかがですか ! (2000.07.06)
002 学校事故の現状 (2001.04.19)
003 知っていますか ?ノーベル賞日本人受賞者 (2001.09.18)
35
36 長崎大学教育学普陥己要 教科教育 No.39 (2002)
004 危険です ! ｢トラッキング現象｣ あなたの周囲は大丈夫ですか ?
(朝日)(2001.10.31)(リンク)

























毎並びに累積の訪問者数の推移はそれぞれ図 2､図 3に示す通 りである｡
試験公開期間中はホームページを不定期 ･断続的に公開 してお り､ 1日あた りの訪問者
はせいぜい数人程度であったが､平成13年 4月の -般公開後はおよそ 8月まで 1日あた り




れる｡その後 9･10月に大きく減少 し､平成13年11月か らは再び漸増傾向にある｡平成13
年 8J]前半に訪問者が大きく落ち込んでいるが､これはウイルス対策のためのWebサー
バー停止が原因である｡ しか し､その後の 9 ･10月の減少とその後の漸増傾向が何による
ものかは不明である｡
次に､平成13年 5月か ら平成14年 2月未までにおいて､｢授業｣｢観察･実験｣｢新教育課





































































































































































































































































































図 3 ホームページ訪問者数の推移 (累積)
表 1 主な内容の閲覧回数 (平成13年 5月～平成14年 2月)
内 容 項 目 総回数 平均回数(回/日)













内 容 項 目 総回数 平均回数(回′日)













表 1から､ 1日あた り最も多く閲覧されていた内容は ｢授業｣､すなわち授業指導案 と
実践記録であることがわかる｡ただし､各内容に含まれる項 目数が異なっており､項目毎
の 1日平均閲覧回数で見ると､｢新教育課程｣の ｢001 学習指導要領移行措置 (平成12-
13年度)小学校理科｣と ｢002 学習指導要衝移行措置 (平成12-13年度)中学校理科｣が
特に多く閲覧されていた｡ これは､ちょうど新教育課程への移行期間であったことによる
11路 :中学校理科教師に対する支援活動の在 り方について 39

































































































質問紙 ｢B｣--･理科授業の実践 において必要 とされ る支援 内容の調査
1.- 5.･--質問紙 ｢A｣と同じ
以下の質問は,あなたが理科授業の実践に関してどのような支援を希望されているかをお尋ね




















































表 2 理科授業実践における問題点や困難点 (質問紙A 間 6-21) (人)
問 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 計
あ り 55 38 47 30 45 30 56 38 14 29 33 46 49 15 52 31 608














































表 7 理科授業実践に関して教師が求める情報等 (質問紙 B 間6-21) (人)
間 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 計
あ り 19 35 20 25 40 28 33 15 ll 21 23 29 31 26 34 21 411
な し 28 14 28 24 8 21 16 34 38 28 24 20 18 23 15 27 366






































解 決 方 法 人 解 決 方 法 人
他の教師への相談 46 理科サークルや理科部会で 5
雑誌､参考書等の書籍を調べる 12 インターネットで調べる 4























































るのは ｢観察 ･実験｣ ｢最新の自然科学｣ ｢他教師の実践｣｢評価｣に関する情報であり､
これらの情報を理科教師に提供していくことが必要である｡さらに回答者の過半数が求め




























































参 考 文 献
l)渡迫進武著 ｢こんなことが知りたい,できるようになりたい｣を大切にしたい-中学校理科教師
が望む大学院カリキュラムについて-.理科の教育.Vol.49.No.8,2000,pp.16-19.
2) 上井 T二著,理科教育の課題と教員養成への提言-中学校教育の立場から-,理科の教育,Vol.44,
N().1.1995,pp.21-230
附記:本研究は､iT7･成13年度科学研究費補助金 (基盤研究(B)(1) (研究代表者:九州保健福祉大学川北
一彦教授)による研究成果の一部である｡
